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女
性
協
議
会
の
各
地
連
代
表

が
集
ま
る
女
性
協
拡
大
常
任
委

員
会
が
3
月
8
日
、
東
京
都
内

の
労
連
本
部
で
行
わ
れ
、
各
地

連
の
現
状
報
告
や
6
月
に
行
わ

れ
る
「
女
性
の
つ
ど
い
」
な
ど

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
各
地

連
報
告
を
抜
粋
し
ま
す
。

◆
北
海
道
地
建
－
札
幌
テ
レ
ビ

で
は
、
構
内
で
働
く
全
て
の
人

の
労
働
環
境
の
健
全
化
と
待
遇

改
善
を
要
求
し
、
社
外
ス
タ
ッ盟鮎

フ
に
一
万
円
の
ギ

フ
ト
カ
ー
ド
が
支

給
さ
れ
た
。
テ
レ

ビ
北
海
道
は
、
成

果
主
義
の
導
入
阻

止
を
掲
げ
闘
争

中
。
◆
東
北
地
連
－
半

数
の
単
組
で
産
休

が
未
だ
無
給
。
東

北
放
送
で
は
、
育

児
休
業
が
一
年
か

ら
三
年
に
延
長
さ

れ
た
。
福
島
中
央

テ
レ
ビ
で
は
、
よ

春闘の獲得成果の幸田昔も

て
い
る
。

◆
中
四
国
地
連
－
広
島
ホ
ー
ム

テ
レ
ビ
で
は
、
組
合
の
申
し
入

れ
も
あ
り
、
社
長
か
ら
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
象
者
に
厳
重

注
意
。
一
時
職
場
環
境
が
好
転

し
た
が
、
最
近
再
び
パ
ワ
ハ
ラ

が
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。
愛
媛

朝
日
テ
レ
ビ
で
は
、
初
の
女
性

部
長
が
誕
生
。

◆
九
州
地
連
⊥
産
休
・
育
休
・

生
理
休
隈
の
有
給
化
が
遅
れ
て

い
る
。
女
性
社
員
の
採
用
が
一

〇
年
以
上
な
い
単
組
も
。
サ
ガ

テ
レ
ビ
で
は
、
開
局
以
来
女
性

管
理
職
が
一
人
も
い
な
い
。
熊

本
県
民
テ
レ
ビ
で
は
、
会
社
側

が
「
残
業
八
〇
時
間
以
上
が
続

く
と
異
動
の
対
象
」
と
重
言
戎

業
時
間
を
回
覧
す
る
部
署
も
。

◆
関
素
地
達
－
日
本
テ
レ
ビ
で

は
、
一
般
社
員
と
同
様
に
職
種

別
社
員
に
も
育
児
・
介
護
・
看

護
休
業
取
得
時
に
三
〇
万
円
の

見
舞
金
を
支
給
。
協
力
ス
タ
ッ

フ
五
二
〇
〇
人
規
模
に
五
千
円

の
ク
オ
カ
ー
ド
を
支
給
。
0
8
年

度
新
入
社
員
か
ら
就
業
時
間
の

変
更
案
が
出
さ
れ
、
一
日
八
時

間
拘
束
・
七
時
間
労
働
を
、
九

時
間
拘
束
・
八
時
間
労
働
に
。

組
合
は
労
働
条
件
に
つ
い
て
会

社
に
団
体
交
渉
に
応
じ
る
よ
う

求
め
て
交
渉
し
て
い
る
。

◆
沖
縄
地
遵
学
習
会

運
動
方
針
を
中
心
に
報
告

沖
縄
地
建
学
習
会
が
3
月
1
0

日
に
、
琉
球
放
送
労
組
書
記
局

で
実
施
さ
れ
た
。
参
加
者
は
三

単
組
と
労
連
本
部
か
ら
計
六

名
。春
夏
関
に
む
け
た
運
動
方
針

狩
中
心
に
報
告
を
し
た
。
F
M

う
や
く
旧
姓
使
用
が
認
め
ら
れ

た
。
◆
北
信
越
地
連
－
女
性
社
員
が

減
少
し
契
約
社
員
の
女
性
が
増

え
、
女
性
の
声
が
上
が
り
に
く

い
結
果
に
。
福
井
テ
レ
ビ
開
発

で
は
、
4
月
か
ら
介
護
休
暇
が

勤
続
年
数
に
加
算
さ
れ
る
。

◆
東
海
地
学
と
冒
ユ
ニ
オ
ン

は
、
扶
養
家
族
手
当
で
は
な
く
、

配
偶
者
手
当
で
あ
る
こ
と
か
ら

見
直
し
を
要
求
。
静
岡
朝
日
テ

レ
ビ
は
、
育
児
時
短
窒
二
歳
ま

で
か
ら
小
学
三
年
ま
で
に
拡
大

す
る
よ
う
要
求
。

◆
近
畿
地
連
1
毎
日
放
送
で

は
、
会
社
側
が
組
合
の
要
望
を

受
け
育
児
・
介
護
休
業
に
つ
い

て
社
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
が
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
な

い
。
朝
日
放
送
は
、
6
月
に
社

屋
移
転
を
控
え
過
重
労
働
、
待

遇
の
不
利
益
変
更
な
ど
が
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。
関
西

テ
レ
ビ
は
、
民
放
連
復
帰
が
延

期
と
な
り
、
春
夏
闘
も
延
期
し

鯛
増
組
解
雇
撤
回
実
現

京
都
放
送
労
組
で
取
り
組
み

春闘では過重労働などを重点項目に
沖
縄
労
組
か
ら
は
、
営
業
部
、

放
送
制
作
部
と
も
に
大
ベ
テ
ラ

ン
の
次
長
職
が
退
職
。
ま
た
、

総
務
部
に
正
社
員
が
一
人
も
い

な
い
状
態
や
現
場
の
意
見
が
全

く
通
ら
ず
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
が
進

ん
で
い
る
状
況
が
報
告
さ
れ

た
。
沖
縄
テ
レ
ビ
労
組
か
ら

も
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
増
え

た
こ
と
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
が

か
わ
り
、
こ
れ
ま
で
と
琴
っ

業
務
が
増
え
た
が
、
正
社
員

は
減
り
、
契
約
社
員
で
補
充

し
て
い
る
現
状
が
報
告
さ
れ

た
。
今
期
だ
け
で
一
〇
名
の

退
職
者
が
出
て
い
る
と
い
う

現
状
を
ふ
ま
え
、
看
貫
闘
で

は
職
場
環
境
や
過
重
労
働
の

問
題
を
重
点
頂
白
に
掲
げ

る
。
ま
た
、
契
約
社
員
の
待

遇
改
善
の
た
め
、
正
社
員
化

へ
の
道
や
、
業
務
内
容
の
見
直

し
を
図
る
こ
と
を
会
社
と
話
し

合
う
方
針
が
報
告
さ
れ
た
。

琉
球
放
送
（
R
B
C
）
労
組

か
ら
は
、
「
持
ち
株
会
社
化
」

す
る
と
い
う
問
題
が
持
ち
上
が

る
中
、
そ
れ
に
よ
り
①
番
組
作

り
の
環
境
が
ど
う
な
る
か
②
労

働
環
境
が
ど
う
な
る
か
の
視
点

に
た
ち
、
今
宥
夏
関
で
は
「
経

営
の
姿
勢
」
を
検
証
す
る
こ
と

に
注
力
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
「
全
従
業
員
の
待

遇
改
善
」
を
要
求
香
に
掲
げ
、

R
B
C
ビ
ジ
ョ
ン
労
組
、
琉
球

朝
日
放
送
（
Q
A
B
）
労
組
と

の
連
帯
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
Q
A
B
労
組

か
ら
も
、
社
員
化
へ
む
け
た
勉

強
会
の
早
期
実
現
や
、
危
険
手

当
な
ど
正
社
員
と
の
格
差
が
あ

る
項
目
に
つ
い
て
の
交
渉
を
重

点
的
に
行
う
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
ラ
ジ
オ
沖
縄
労
組
か
ら
は
、

今
年
度
社
員
二
七
人
の
う
ち
五

人
が
退
職
と
な
る
の
で
、
ま
ず

は
正
社
員
採
用
の
必
要
性
が
報

告
さ
れ
た
。

10
周
年
記
念
総
会
開
く

K
B
S
京
都
ア
ク
セ
ス
ク
ラ
ブ

第45回
民放労連全国女性の集丹n広島

大会テーマは・■・

〝白月eJJeye血‾凡亡びre
～じゃけぇ、ウチらが働こうや！～

【日時】（予定）6月21日（土）13時～

22日（日）12時30分

【場所】　グランドプリンスホテル広島
広島県広土市南匡元手晶町23－1

【首己念講演】佐々部　清　監督
1958年、山口県下関市生まれ。2002年『陽はまた昇るJ
で監督デビュー。以後Fテルソクの夏且『半落ち」『四日間の
奇蹟肝カーテンコール〟出口のない濁躍夕凪の横　様の
国』と立て続けに作品を発表。

【参加目標】合計203名
北海適地違　5名　手北地道20名　関東地速30名
北借越地；暮　ら名　東葛地速　5名．三丘畿地道30名
中四国地遵川名　九州地遮30名　沖縄地連　名
東京支部遵　5名　労道本醜10名

魚島
※　お問い合わせは
労連本部まで日・
td，03－3355－0481

京
都
放
送
労
組
は
先
月
、
関

連
会
社
で
不
当
な
解
雇
通
告
を

受
け
た
契
約
社
員
の
解
雇
撤
回

闘
争
に
取
り
組
み
、
解
雇
通
告

か
ら
わ
ず
か
一
〇
日
間
と
い
う

異
例
の
速
さ
で
解
雇
撤
回
の
回

答
を
引
き
出
し
、
4
月
か
ら
の

雇
用
確
保
を
実
現
さ
せ
た
。

こ
の
関
連
会
社
は
、
五
年
前

に
京
都
放
送
構
内
に
設
立
さ
れ

た
制
作
会
社
「
京
都
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
I
」
　
（
K
M
C
）
で
、

そ
こ
で
設
立
以
来
働
い
て
き
た

契
約
社
員
の
女
性
が
2
月
末
突

然
、
事
実
上
の
解
雇
で
あ
る
雇

い
止
め
を
通
告
さ
れ
た
。
労
組

に
相
談
に
訪
れ
た
女
性
は
そ
の

場
で
労
組
に
加
入
し
、
労
組
は

解
雇
撤
回
の
闘
争
を
取
り
組
む

こ
と
を
決
め
た
。
K
M
C
と
の

団
交
で
労
組
は
「
会
社
の
解
雇

理
由
は
不
合
理
で
筋
が
通
ら
な

い
。
今
す
ぐ
解
雇
を
撒
回
せ
よ
」

と
厳
し
く
抗
議
し
た
。
ま
た
組

合
ニ
ュ
ー
ス
で
も
こ
の
不
当
解

一
層
を
大
々
的
に
報
じ
、
K
M
C

を
批
判
し
た
。
こ
の
強
い
抗
議

と
要
求
に
対
し
Ⅹ
M
C
は
態
度

を
改
め
、
二
回
目
の
団
交
で
コ
雇

い
止
め
の
通
告
を
撤
回
す
る
」

と
回
答
、
労
組
の
要
求
に
そ
っ

た
形
の
ス
ピ
ー
ド
解
決
と
な

り
、
女
性
は
4
月
以
降
も
E
M

C
で
働
き
続
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。今
回
の
成
果
に
つ
い
て
労
組

は
、
関
連
労
働
者
の
雇
用
確
保

と
い
う
今
育
閑
の
テ
ー
マ
を
忠

実
に
守
り
機
敏
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
。
そ
し
て
何
よ
り
当
事
者

が
労
組
に
加
入
し
強
い
意
志
と

行
動
力
で
臨
ん
だ
こ
と
が
要
因

で
あ
る
と
総
括
し
て
い
る
。

当
事
者
の
女
性
は
「
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
。
何
も
わ
か
ら
ず
組
合
に
駆

け
込
ん
だ
が
、
私
の
問
題
に
真

聾
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
感
謝

し
て
い
る
」
と
喜
び
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
。

日
本
で
初
の
視
聴
取
者
運

動
を
行
っ
て
い
る
「
K
B
S

京
都
ア
ク
セ
ス
ク
ラ
ブ
」
は

3
月
2
6
日
に
、
設
立
一
〇
周

年
記
念
総
会
と
パ
ー
テ
ィ
を

開
い
た
。

ア
ク
セ
ス
ク
ラ
ブ
は
一
〇

年
前
に
京
都
放
送
（
E
B
S
）

労
組
が
市
民
に
呼
び
か
け

て
、
日
本
で
初
め
て
放
送
メ

デ
ィ
ア
を
使
っ
て
、
市
民
の

企
画
に
よ
る
自
主
放
送
を
し

よ
う
と
い
う
目
的
で
設
立
し

た
も
の
。
最
近
は
E
E
S
ラ
ジ

オ
『
早
川
一
光
の
ほ
ん
ざ
い
人

間
』
の
一
コ
ー
ナ
ー
を
会
員
か

記念パーティでは講演も

ら
集
め
た
会
費
で
買
い
取
り
、

会
員
の
自
主
企
画
で
放
送
し
て

い
る
。

総
会
で
は
一
〇
年
の
節
目
の

取
り
組
み
と
し
て
、
E
B
S
の

番
組
の
中
か
ら
優
秀
な
番
組
を

賞
揚
す
る
『
K
B
旦
尿
都
ア
ク

セ
ス
ク
ラ
ブ
賞
』
の
創
設
を
決

め
た
。続
い
て
一
〇
周
年
記
念
パ
ー

テ
ィ
が
開
か
れ
、
講
演
し
た
須

藤
春
夫
法
政
大
学
教
授
は
「
ア

ク
セ
ス
ク
ラ
ブ
は
ラ
ジ
オ
文
化

の
再
生
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

何
よ
り
も
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ

ー
が
少
し
ず
つ
身
に
つ
い
て
き

て
い
る
」
と
放
送
活
動
全
般
を

高
く
評
価
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
医
療
は
患

者
が
主
人
公
。
放
送
は
聴
い
て

い
る
人
、
参
加
し
て
い
る
人
が

主
人
公
。
だ
か
ら
こ
そ
放
送
が

権
力
に
振
ら
れ
た
ら
、
自
由
を

奪
わ
れ
た
ら
、
大
変
な
こ
と
に

な
る
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。最後
に
、
ア
ク
セ
ス
ク
ラ
ブ

の
古
住
事
務
局
長
は
「
ア
ク
セ

ス
ク
ラ
ブ
は
終
わ
り
の
な
い
取

り
組
み
。
日
本
の
視
聴
取
者
運

動
を
発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
を

京
都
か
ら
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

な
お
記
念
誌
『
市
民
が
放
送

を
つ
く
る
』
が
完
成
。
ご
希
望

の
方
は
京
都
放
送
労
組
（
℡
0

7
5
－
4
5
1
－
4
4
6
8
）

ま
で
連
絡
下
さ
い
。

討論！
NHK

「再生」の道
宅嗣講演　原寿雄

「NHKは誰のものか」
パネルディスカッション
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『ETV2001』
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